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1西ドイツの旅④1

ドイツ連邦共榔園の各外地質調査所

(その2)

地質ニュｰス157号ではドイツ遵邦共純麗の北部に位麓する

シユレズゥイツ狡一幻㍑タイン飽質調査所ハンブルグ地質

調査所およぴ二一ダｰザク喰ン地質調査所ぽついてお知蔭せし

た本号では中部および商部紀位護するそれぞれの州地質

調査所について潟鏑らぜしよう

これからお知らぜしようとするバイエルン地質調査所

を例外としてノｰルドラインウ孤ストファｰレン地質

調査所ヘッセン地質調査所ラインラィドｰフダルツ

地質調査所ザｰルランド地質調査所およびバｰデンヴ

ユルテンベルグ地質調査所ぱあ蜜りぽも宥名溶ライン

河(R血命)に沿った&こるかめるいはさして遠くな

い&ころ紀位置する.酋来ザイッの歴史古城地

理あるいは地形を語るあ曹ヲイン河の果たす役割はあ

まりにも大きい.これがら話そうとする州地質調査所

の環境についてもライン河をは無縁では溶かるうと考走

られる｡むしろライン河と箆要な因果関係に藩ると籍

えられるのではじめに簡単に茅イン河の地理的状況を

中心に為知らせする.

ライン河

私は1965年のドイツ連邦共和国滞在申3度ばかりラ

ィン河流域を訪ねることができた.第1回目は工螂年

5月下旬フランスに程近いザｰルブノレッケン市(Saar-

b地ck㎝)で行なわれたドイツ地質学会(DeutscheGeo一

欝婁鰯

繋々ン漱鮮ケル

ン嚇(災釧蕊)に

鳶るドｰム

(Q⑩鋤)蟄一憤

ツパ圭ζ軸ける挫

大匁大誇院で徽

界鍛大約ゴシツ

タ武建簸物とい

繊毛てい馨

紳戸信和

1og1scheGesenschafま)の春季総会(跣眺jah･tagun9)

に出席のためドイッ遠邦地質調査所のポノレト博士(DL

H･Porth)の運転するフ攻ルクスワｰゲン(Vo1kswagen)

にストヅペル博士(眈D栽叩p嚢1)と共ぽ便乗させてい

ただいて赴いた折であっ淀｡朝早くハノｰパｰ市

(Hamover)を発ち一路アウトバｰン(Autobahn筥

自動車専用道路)を南へ走りギｰセン市(Giessen)

付近でラｰン河(レh狐)沿いにでて買南酉に向かっ

てデボン紀層の谷間を下りオｰベルラｰンシュタイン

(Ober1ahnst曲)の町でライン河に合流した.なお

ギｰセン市には1607年に創立されたギｰセン大学(Jus･

tu斗Liebig･Un三聡ヱ§it凱Gi鮒s鰍)がある､そこからラ

イン河に沿ってさかのぼり1婁⑪0年に築かれたというマ

ルクスブルグ城(M拙sb岨gSch1o鵬)を見学ボパル

ド(腕ppa出)にて左岸紀わたりセント･ゴァノレ(Sム

Goar)付近からデボン紀の岩石からなる博一レライ(Lか

re1ey)を跳めさら隠南へのぽってオ榊バｰウェｰゼル

(Ob色w搬工)付近にてシェｰンブルグ蛾(Sch伽burg

Sch1os§)さらにカウブ(Kaub)付近にある有名な河中

の城ファルツ城(Pfa1慧S捌㈱s)を望みそれらの閻

には整然とした町並町の中央には教会裏山には広大

たぶど蚤畑をながめるζとができた.とかくするうち

にビンゲン(Bi孤騨n)の町にやってきた官

この目はじめてなかめたライン河の光景それは荘

重というか荘厳といおうかすばらしいという一語

につきる｡この目うけた深い深い感厩はヨｰロヅパ

･アルプスをはじめて匁がめてうけた感銘とともに私

の胸中深く残されている.

第2回目は峨5年7月中旬次の方々を訪間のため

ライン河流域へ小旅行を試みた折であっ危.ボン市

(B◎篶篶)にある賢本大使織&安藤寛一等書記官(現在科

学技術庁振興局團際課長)を斌ン大学(跳ぬ量鋤竃

F棚泌瓜W舳黛丑鵬刀曲嚢望嚢玉蹴遷棚孤一創立蜘8牢)古

生物学教室(醐慧㎝宜ぬ幽Ch鑓工鵬ti鮒)1“狐ラｰ教授

(h此脱KふM泣至1飢§年ほど繭に東京大学客貴教

授として来目されたことかある宙生物学酋鴛ノドント

C0奴拙舳鋤化石研究の第一人者)を訪ねマインッ市

(M餐i鵬)にあるマインツ大学(Joha皿鵬§Gutenberg

Uni∀鉗si倣晦i脳)地質学古生物学教室(Geo10gisck�
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Pa1aontologischesInstitut)ではベノレグ博士(胱D.

Berg=･脊椎動物化石研究者にトビエン教授蘭h此脱

H.TQbienご不在のため代って教室を案内していただい

た.フランクフルト市(Fran良furta肌泌搬)績彪る

ゼンケンベルク博物館(N痂m峨u皿艶鮒娃狐沁芭rg)

ではビｰレンノ･イデ博士(Dr.R凸跣鋤も色三d峠古生代

珊瑚研究者)にストリュｰべ博士瓢Dr.Stm椛ご不在

のため代って館内を見学させていただいた.

第3回目は1965年9月中旬国際水理地質学会(Inter

nati㎝出A§鋤i誠io皿6erHydrog801ogen)の地質巡検

旅行に東京教育大学の山本荘毅教授と共に参加してハ

ノｰバｰ市からルｰル地方を通りケルン市(K61n)で

ライン河流域にでて河沿いをさ赤のぼりコブレンツ市

(K舳en易)からマインツ市蜜では遊覧船(ケノレン･デュ

ッ竜ルドルフ汽船台杜鴛K舳･Dむsse1dorferRheindamp･

童拙搬搬定が定期的に運航している)'にのり左岸や右

岸にゆっくりと繰り広がる{`古城"町並教会ぶどう

畑そして背景を形成するデボン紀層からなる丘陵地帯

の壮大祖る風光をラインぶどう漕(Rh竈五n･Wein)を味わ

い柾カミら満喫した折であった.マインツ市で船をおリ

再び貸切パスでライン河沿いをさかのぼりカｰノレスル

ｰエ市(Karlsごuhe)付近でライン河に別れを告げて

スワビヤアルプ(Schw註bische刈b)を越えてアルプス

北縁の高原地帯(Alpe貝マ｡rland)に入りバイェノレンア

ルプス(Bay琶ri§cheA1pen)の美しい町ガノレミッシュ

ｰパルテンキノレヘン(Gar蛆i§cトPa晦nkirche孤)まで巡

検旅行を続けたのであった.

第5畷ライン河流域のセンいゴη㍑ハウゼン(駄◇㈱r銚馳呂撒)1こて

デボン紀層の並の上にそびえ立つブルク･カッツ城(跳鴻晦室盟S捌OS昌)流

擬ではぶどうが奏かんに栽培されラインぶどう酒(腕組W出)謬源料とな

っいる

第7圏ライン濁流域のカウプ(災榊も)付近でみ蝪泌衛鶏乏綱申幻蛾ファル

ツ城(Pfa12ScHoss)

講6闘亨イン棚畔匁ソト帯ゴηξ･(駁｡怨｡塁r)付近でハインリヒ

･ノ･イネ(温彗三鮒三砥買婁三服)の欝で島襲りも有名なロｰレライ

(Lor超1ey)の岩石湯泌秘あら曇鴻高さは撒醐といわれデボン

紀層からできている

第8図吋〃大事教授鮒では抜くかな肋学生焔蒙周章で

通学する光制ごは籍かされる�
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この巡検旅行はことに水理地質を対象とする関係上

扇本内地で異常中生代や古生代の層序･構造1古生物

学的課題を研究している私にはきわめて有意義で興味

深く感ぜられた.とくにスワビャァノレプ地方のブノレグ

ノ･一ゲル(B蛆曲age1)紀おけるジ皿ラ系石灰岩からの湧

水の工業用水への利用油よびバイエルン地方の氷堆

石(Mo曲e)からの集水の工業用水への利用などは南

ドイツにおける水資源として重要柾ものである.

ライン河は中部ヨｰ漂ツバ最大の河で第イス(Sch-

WeiZ)のアルプス山中に源を発する由そこから一たん

スイスドイツ国境にある風光関業狂ボｰデンゼｰ

(B◎de鵬ee)といわれる大き荏湖(氷河湖の一種といわ

れる)に流れそして湖の西端から西方に向かって流れ

る｡ユラ山脈(加raGe旋ge)をよこぎりバｰゼル市

(弦sel)付近で急は流れを北応変えいよいよバｰデン

ヴユルテンベルク州(Bade恥Wむrtte㎜berg)の酉辺を

フランス(Fra企reich)との国境を形成して北方へと流

れる.さらにマインツ付近で流れをやや北北酉に変え

てラインラントフブルツ州(Rhein1an&Pfalz)やヘッ

セン州(Hess㎝)のデボン紀層をよこぎりエメリヒ

(Em皿erich)付近カニら沫茅シダ領(Niederlande)に入

る.オランダ領に入ってからはいくつかの支流に分

かれて北海(N破d蹴)ぽ注ぐのである.金長まさに

1300k弧といわれそのうち696た血がドイツ領を流れて

いるといわれる.

ライン河の支流としてはコブレンツ市でモｰゼル河

(Mo嚢e王)亨インッ市でマイン河(Main)マンノヘイム市

(焔nnhei㎜)でネッカｰ河(Ne由エ)が合流する.モｰ

ゼル河はラインラントファルツ州のデボン紀から放るア

イプ黒ル山地(酎el)やフンスルヅクタウヌス山塊(Hu･

nS撒kT馳n鵬)には慈蛮れた谷間を流れる､マイン

河はフランクフルト布をゆうゆう&横切り河酔では堂

々たるドｰム(Do皿)の偉容を狂がめることができる.

ネッカｰ河はあまりにも有名なハイデノ汐ベノング市

(H隻1delberg)を流れ左岸のケｰニヒシ皿トゥｰル

(K滅gs蜘hl)の山こ連なるエッテンビュｰル(Jetten-

buh1)の丘の上には古城(DasHeide1be㎎e亙Sむh1oss)

を仰ぎみることがで慧る｡さらにノ･イデルベルクはは

工386牢に創立されたドイツ最古の大学で蕗るハイデルベ

ルグ大学(Ruprecht-Karユむ狐ivers搬tHe王拙ber墨)がある｡

ライン河畔紀は数次の歴史上有名衣古城カ鳴り恩光

明美であるばかりで匁く文化的経済的政治的に

今員のドイツの基礎を築いた数々の都市淋あるζ&を忘

れてはなら狂い咀嘩ンハイム市マインツ市浦ン市

ケルン市ドユッ竜ルドルフ市(D逓搬互由的などはその

おも依るものである.ケルンにもケルン大学(Un王維

si傲K61n)がある｡ライン河は古来吉城を多く擁し

政治的1ζ軍泰的ぽ重要な要路であっただけではなく経

済的はも重要狂背景を有し南ドイツからバルト海まで

の貴重な輸送路であったのである.観光船と並んで大

型の輸送船をしばしばみかはる秘凄慈ぽその一端を物

語っている.ライン河畔紀はルｰル炭田地域ライ

ン板岩山脈(D鵡趾eini§cheSchief濤聯bir駿)のデボ

ン紀層などを擁し地質学的にも重要匁地域である･

凄慈にヨｰ漬ツバを訪ねる人ドイツを見学する人

ごとに地質学者に曹ひともみていた芯きたいのはライ

ン濁流域の地方であるといえるのである･ライン河の

雑談はζの位にして本論は入るこ&給しよう｡

錦9鰯滋ドイツの談該磯ブ茅ノ次フ淋ト

(賞a鞭山出戚Φ{)村遜の繁繋鶴

帆舟鰍雛耐蝕滅曇麦n)州･爽蹴

鰍鰯フ茅ンタ刀けにある松ンケン

ペルグ博鞠鏑(㌶竈触欄㈱鋤m§楓&en･

b鉗蜜)恐讃戴鰍ζて鎮者ここの博物館

から晦絞鯛透yむ玉kとSe肌ken-

beτgia脇の学術雑誌が刊行されている�
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ノｰルドラインｰウ黒汲トファｰレン地質調査所

(Geoユ｡gische此and鑓am毛N鮫鮎e㎞Westf琶1鋤)

所在地416晦ef出埋W敏榊1エ王24

位置しノレｰル炭固地帯および工業地帯を背景に研究

調査カミ続けられていることにこの地質調査所の特殊性

と存在意義があることを想起せねばならない.

司.環境二一ダｰザク竜ン州の南西方にはノｰルド

ラインウ皿ストファｰレン州が位置する抽ノｰル洋ラ

インウェストファｰレン州の西部にほライン河が寓冷康

から北為酉?方向をとりな秘らゆうゆうと幅広く時

はは豪華な遊覧船や大型の輸送船をうかぺて北海

(河｡｢ds鵠)へ殉けて流れる.ザゥァ_ランド(S独鉗玉駈

nd)の北方ははライン卿の支流のルｰル河(Rukr)が流れ

流域一帯には石炭紀ウェストファリアン階(Westpha瓜

a鴬)の炭田方拡く分布し!9世紀以後大規模な開発が進

められいわゆるルｰル炭田地帯を形成す馴ひ叱っだ｡

エネルギｰ欝源を有するルｰル炭田地帯周辺はは必然的

に鉄鋼業を中心に金属機械電気機具化学ガズ

ゴムなぎの工業が発達しヂ燃ツセルドルフ市ボフム

市(B㏄も泌猟)エッセン市(跳§en)ウツバｰタｰル市

(W岬阿憾1)ドルトムント市(Dort㎜md)ゾｰリン

ゲン(so玉至n艶n)などの工業都帝を有する欧州最大のルｰ

ル工業地帯ができ上った｡ド皿ツ竜ルドルフ市はノｰ

ノベラインウ賦ストファｰ汐ン州の首都でもある.ざ

らば際イッ連邦共和国政府はライン河畔のボン市熔彪り

ケルン市もライン河畔の主要都市である凸ζのほか紀

アｰヘン市(A舵b㎝)ミュンスタｰ布(M鮎s倣)も忘

れることはできない串ミ風シス孝一にぼ1773年に創

立凄れた㌧シスタｰ大学(West搬scheWi1h琶1ms･

Un紬e工奮i倣M廿蝸総r)がある｡

ノｰルドラインｰウェストファｰレン州地質調査所は

ライン河左溝から程遠からぬクレフ独ルド(搬出ゆは

第n図ぜンケンベルタ機物館にでな㌧レ汐吋労鱒土(籔､没吉滋澗幽竈麦細)

堕大溶鞠肴ア雌材ト(緬㈱1量謹)約萄督型ア峰ナイト減自堕

紀の(胎磁飼三艶笛5雛卿讐鮒滋釜蝸妻轟)

嚢｡機轄地質調査所の機構および業務内容を概観

すると次のごとくである.

総務部:管理課地形課資料課標本課出

版課実験課に分が花れて管理業務

が実施されている.

地質図幅部:地域地質的性格が強く次のごとき地

方課に分かれて図幅調査が進められて

いる.アイフユル地方課(Eife1)ベ

ノレギッシュセスｰランド地方課(B脈

幽｡he婁㎏nd)ザウアｰラントおよ

びジｰガｰラント地方課(S舳er1and

mdS主egerIand)オストウユストフゾ

ｰレン地方課(Os㈱鵠tfal㎝)二一ダ

㎞ラインニッシェｰブｰフト地方課

(Nied航地裁皿ischeBucht)ミュンス

クｰラントおよびネルドリッヘスｰグ

レンツゲピｰト地方課(Mむ鵬廠1搬d

狙ndぷrdlich㈱G陀n2駅b1色を)に分かれ

ている.

基礎地質部:地球物理学課動物化石学課植物化

石学課鉱物学1地球化学岨岩石学課

石炭岩石学･石炭化学課に分かれて

主として基礎的研究が行なわれている.

鉱床都1一般鉱床課看炭課褐炭課鉄鉱課

鉱床課(看炭褐炭鉄鉱以外の鉱床

を扱う)ぽ分かれて鉄床調査概究業

潮獺糸魚一篇騨の酋都ハイヂル勾妙ダ(腺1減も蛸)遊く1嚢ハイデノ以ルグ

大挙の街迎燃賀タンど孤一ル(J鮒帥b笛趾)の丘の上のハイデルベル

グ城�
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務か実施されている,

工学地質1水理地窺都:水理地質課水理地質図幅課

工学地質研究課基盤地質課岩石採

掘課に分かれて業務が進められてい

る､

土壌地質部:基礎土壌研究課土壌地質図幅課鉱

産資源課特別図幅課(い国土計画

および農業b1林業)特別研究課(ラ

イン河下流の褐炭地帯紀おける)に分

かたれて土壌地質調査研究業務茄行な

われている.

籔｡人員配麓科学富35名研究員知名技搬富五

名(製図技師長)製図技師22名一般技術員54名寮

務官3名事務員(管理業務関係)慈名婁務員(一般

第1脳

夢イン漱騨幻沙ン積(笈慧抵)繭両方ソい猟ヘン(敷讐{繊)の町1ζ広虐嶋

炭顕(響輿.榊牝羅く鈍走篭⑳翁沖毅植褐炭この上1こ1霞ば水剤こ鱗新統

黛薪統が箆鐙してい嵩)

欝工鰯

夢イン漱騨ゲ秘ン沸(笈萱抵)預労約レ卿〉淡(腕聡も餐五鰍)の町でみら

飢る中新棋鵜巌の大規機な露策掘リ

第夏鰯

〃ン河畔嫌ン布南方の利ア"ハ鰯(脇曲乙鮒途餐搬)1批

111湖として鈎沁叔周辺例川ま繁3紀のアイク燃ル(麟滅〃軸の一部

熱鰯

ノ榊ル1ご茅イン五タ

燃渓ト渓ア…一次ン

遜鍍調蜜蕨刹符⑳

鱗図婚説瀦

土壌地髄鰯櫨説鯛

欝氷灘地擬鰯鰯

競鯛欝も闘麟;ζ嗣

㎞･の畿醐欝⑳扱か

1ζみ蔭舵蕎⑳秘締

亀

鰍獺

夕…秘篤髪諸災夢

黙然栄籔繁榊膨ン

錐鍍鰯鐙蕨剃狩狗

狐琢鈴⑳工滋衡鰯

鰯蔓舵邊鰯麟繕

塗簸遜欝鰯鰯氷

嚢繊鍍鰯幅愁剃樗

蜜妻悦�
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所在地62W1納慧d鋤華狼厳b蝿蟹一n

コ由環擁ヘヅ走ン州は鴛一ダｰザク池ン州お

よびノｰルドラインウ楓スト叉アｰ次ン州の南方終っな

淡簑ドイツのほぼ串央部を苫め鳶､'茅イン河は州の

商薄辺を椀れる由州⑳東辺は策将イツ詮鏡する｡ヘ

ジジ竜ス1ビ嫁グランド(貰銚銚幽鑓般鋤繊遂)夢ウ累

双㌘独触嚢)汐狐猟夢一バ汐脈概鑓廠湘ゆ泳一弟

ソバ泌只(o澄鋤鵬ゆフ泳一ゲル派ビ中ク(椀鯛§腕昭)

匁壕の閑地登奮んで泊り地形も挑隣の州漠り峻じくなる帝

す滅池茅イン板砦山脈(腕嚢脇餐繍鮒脆sc豆油f鵯搬一

溜籔)ハルツ(脇功あるいはチ狐一リンケルワル戸

(丁嚇搬餌W戯ゆへつ繍鳩山番地帯で潜る｡窓ら

にヴ狐一ぜル河(猟餐蹴迷流の狐一デル河(醐的フｰ

ルダ河(跳晦)ライン河笈流のラｰン河(脇脇)校濠の

流域を擁している｡

地質学的にはライン河沿いのデボン紀層ルｰル炭田

の延長であるマｰノレブルク市(脇rも雌g)北方ないし西方

の二畳一石炭紀層ヘジッセス1ビャグランド周辺には南

ドイツのシュワｰプ曲フランク1ジュトユｰフェンラン

ド(Sch泌b班唱此St澄嵐i舶8)地方からノ･ノｰバｰ市

南方につながる三畳紀層の一部さらにフォｰゲルズビ

ヤクやマイン河ライン河沿いには白亜紀層以後の新し

い地層が分布している｡

ヘッセン州の首都はライン河からほど遠からぬビｰス

バｰデン市(Wi拙登d帥)にあり州地質調査所もまたこ

こにある｡ビｰスバｰデン市の東方30㎞には西ドイ

ツ国の表玄関でもあるフランクフグト市があり世界主

要国との間に航空路が開けまたヨｰロッバ各国との鉄

道の要衝でもある､フランクフルトには19工4年に創

立されたフランクフルト大学(拙&腓W◎雌騨㎎G㈱th6

Uni∀ersi搬趾a放～r芝籔㎜M証篶)カ麦ありまたラｰン

河上流のマｰルブルグには臓咋紀薦粒された呼一ルブ

ルグ大学(跳畑蝉刀伽鯛搬室M級腕昭μ護舳)秘ある｡

第工8図ハノｰバｰ市(臨n皿｡概)蘭方約ワｰレシセン(猟亀玉玉繊欄)村湿ζみ

られる鮮新世褐炭これを被覆して氷渦潮め織水流水堆横物がみられ

襲､機構地質調査所の機構および榮務内容を

概観すると次のさ&くで亀る｡ζこでは酉ドイツ嘩央

部の地質問幅調査研究潟ぷび氷現地質調査研窺ぽ童釣か

轄がれきら熔勇イン漆濠簑酒徽原産地壷茅琢泣海流域

熔擦楚壷壌地質部縫鮒沃艦濠夢織踏⑳潅磁終研究課

秘諜は蔭勅獄鴻慧鋤§注属翻滴古

瀞援蔵薦潔;欝理課鞍料課図欝館麟賢部

鏑一部1地域地質酋螢物挙地球物理学を対

録塗杉で調養概窮淡緑溶われている一

地域地質繰憾鮒災は茅労※板岩閉

脈(D鵬跳醜鮒鳩s曲慧董蛸出聯)

ヘジツセス1ビャグランド(脇§§三養必鑓

剃鰯トン河野卿則ラｰ(W吻i節)の剛こ絃顧微鏡等の光学機

籍螂乍で街角なエルンストライツ杜(Er舶tL琶三絃)がある�
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第二都

Bergland)二一ダｰベジツ伊エセン

ケ(N{ederhess1scheSe!ユ1{鎮)フォ

ｰゲルズビャク(Vogelsber星)ウェッ

テラウ(Wette舳)オｰデンバルド

(Oden慨a旧)スペッサルト(Spessart)

ラインｰマインｰエベネ(Rbein-Ma三価

貰beηe)タウヌス前縁山地(T･unus･

yOr1狐d)の各地方に分かたれて地質

図幅調査研究が進められている｡こ

のほかに生層序学･古生物学課(天然

記念物の保護を含む)地球物理学課

編集･地図印刷課地形測量課博物

館カ漣営されている,

:鉱床学岩石学地球化学を対象とし

て調査研究カミ行なわれている.

第三部

第四部

鉱床課においては鉄鉱石油褐炭

岩塩岩石土壌を対象として調査研

究が進められている｡

岩石学帯地球化学課においては火

成岩･変成岩の岩石学堆積岩石学の

研究カ壊施されている｡このほかぽ化

学実験室が運営されている罰

:水理地質学を対象として調査研究カミ行

なわれている.この部では一般水理地

質課地域水理地質課(ダノレムスタッ

トニD販狐stadt地域カｰセル鴛

Kasse1地域ビｰスバｰデン篶Wie§一

bad㎝地域)が運営されている.

;工学地質を対象として調査研究カミ行な

われている,この部では工学地質研

究理鑑定課岳基礎地盤実験課が運営さ

れている.

第笈部:土壌地質学を対録として調査研究が行

祖われている.この部では土壌地質

図幅課植物産地研究課果樹栽培課

ブドウ栽培課鉱産資源課が運営され

ている｡

3.人員配置科学宮18名研究員22名技術官王

名(地形測量技師長)技術員42名(地形測量岳一般技

術1実験技術)事務官王名(管理官)事務員37名(管

理1人事1図書苗資料1タイピスト｡購買)自動車運転

技術者8名試錐および熟練技術者5名清掃員笈名の

総計蝸名が活躍している,このほかに芽常勤協力研

究者および事務職員あわせて29名カミ事業を補佐している

のか特色である､

アイフェルブンスノレツクフェルツァｰバルド(Pf身1zer

Wa1d)などの山野がある.地質学的には州の大部分力ミ

デボン紀層からなり南部にはザｰノレ炭田の東延である

NO芭…毘も1豊室亡虚豊……

員鱗螢三鮒董ユ鮒

L醐蟹鯛騒㎜童鯛f伽�
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二畳系一石炭系が分布している｡州の首都はライン河

左岸のマインツ市にある.

人口1遂.6万を擁し州地質調査所もここにある

婁･機構1人質醒置科学官§名研究員8名技

術官8名事務官δ名事務員!名自動車運転技術者

2名清掃員2名の総計3ユ名が州地質調査所の地質調査

研究に従事している.

ザｰルラン陣地麗調査所

(G･･1･gi･･h･･k皿d…m“督･S縦1湖a･･)

所在地660王E鵬虹琶{獅/Sa鮒,F1巡g虹&fen

､.躍境ザｰルラント州はラインドファルツ州に圏

擁鵬幽ザル燦熊掌)我夢山

まれて南西辺はフランス領と接する､面積はほかの

州にくらべるとずっと小さく南はフ皿ルツァｰバルド

に北はフンスルックの山地にいだかれたザｰル(Saar)

盆地の大部分を占めている.ザｰル盆地の南西辺には

モｰゼル河の支流のザｰル河が流れ支流に沿ったザｰ

ルブルッケン布(S鮒も地山並)ほ州の主都である.

ザｰルラント州の大部分を占めて二畳系一石炭系カミ発

達しそこに賦存する石炭はきわめて豊富で古くから

ザｰル炭周として開発されている.ザｰル地方は豊富

た石炭資源とロｰレヌ地方(Lor胴1鵬)の鉄鉱石を利用

して製鉄機械ガラス陶磁器工業が発達しヨｰ

ロッパ屈指の重工業地帯を形成している.

ザｰノレ地方における有炭と鉄鋼業は古くからドイツ

とフランスとの紛争の原因と狂っている､歴史的変遷

はとにかくとしてザｰル地方は1935年ドイツ領に復帰

第2次大戦後はフランスに占領されていたが1957年1

月!賞をもって再び政治上ドィッ領に編入された.

このようたことからザづレブルッケン地方はきわめて

フランス的色彩が濃厚である.毘家の様式にもその一

端がうかがわれ肖常語もフランス語がかなり語られて

いるように兇受けられた.州地質調査所はザｰルブル

ッケン市の東方約1c1欄の皿ンスハｰイムの町にある.

蟹.機構1人貴配置主として地域地質図幅調査研

究に従事している.人容としては料学官2名研究

員3名技術員2名(製図曲集験)事務員1名(管理事

務)清掃員2名の総計10名が活躍している.

(筆者は地質部)

･眉炭料撃国際会

議

王｡紹和遥3年6月10日

榊エ遂員

婁｡石炭化作用母熱分

解珀ガス化的肩巌

組織に関する講演

会

婁､MininSInStitute

oftheCzecho一

饗一◎欄k1a,Acade一

ユwofsc亘竈篶㈹

石炭科学鰯際会議

M三鴛{囎玉鵬三重滅蟻｡いh蜜｡総出欄玉帆荻

息㈱如iw◎壬泌1鷺鶯㈱｡砕沽籔,

誼騒際鍔纂測鐙学会

王｡囎靭遂3年η柵賞榊21消

婁凸剃順鰯際写真測盤学会

擬雛および航淡剛ヒ理論為よび機械航空三角測量

地形測量地形劇鐙以外への応用用語1教育および歴

�

�

�

吏写真判読の7つの部会ごとにあらかじめ決定さ

れた重要匁主題について決められた報告書の報宙を

もとぽして討論を行然う

スイス鴻ザン第

国際写糞渕鐙学会苗ス派ス写糞渕鐙学芸

跳｡械鮒至純曲搬蟻｡惑鵬f磯§独廠更ユ童碗鵬亜細ぎ玉搬軸

to餅搬搬tぎ三養:亙鵬搬鮒讐総狡脇施駆醐源賞泌箆PUL

33A閥独鵬細C⑪雌葦!COO聰鵬鰍鵬葦跳三鑓1｡

咽寮錫兜撃会

工.

婁､

3､

遂.

�

鰯翻鎧卒3潟30脈壷)榊幻ね駅凋)

繁工5圃騰練物理学闘係遼禽講演会

凍康工繁大学(鷲纂隊炎鰯鴫喜一驚一王)

資本分沈学会

凍京都新績区宵人町逐一鋤0一

策康教育爽学旅学聯究所内

繍淋分沈学会蟻豆廉潔(03)3鎚一溜8夏

竈滋〕鯛傑鎌リ蕎驚喜.姦含璃萎.義鋸

主催誉5.･連絡先(掲繊順位は原稿到着順)�


